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目 的

本研究は，次のような つの目的を探究したもの

である。

①商店街を中心とした地域の活性化と地域の商店

街への愛着心との関連性について明らかにすること，

②各地域にある商店街が今後も発展していくために

はどのような要因が必要かについて検討する。そし

て，地域の商店街の発展を考えることを意義とし，

以下のような仮説を立てた。ⅰ 土地に対するポジテ

ィブな認識は地域の商店街への愛着を形成する，ⅱ

地域集団に対するポジティブな認識は地域の商店街

への愛着を形成する，ⅲ 地域文化に対するポジティ

ブな認識は地域の商店街への愛着を形成する。

方 法

研究倫理 調査開始前に倫理的配慮をする旨を説明

し，調査対象者からの了解を得た。

調査日時 年 月 日 木

調査場所 大学

調査対象者 大学文学部・人間学部の男子・女子大

学生 名 男子＝ 名，女子＝ 名 。

手続き 調査は質問紙により，無記名で実施した。

質問項目 地域の商店街への来訪経験。

質問項目 地域の商店街を対象としたポジティ

ブな認識と印象 引用：引地ら 。本研究の

調査対象者が当該地域にある 大学の大学生であ

ったことから，「地域」を「巣鴨地蔵通り商店街を

中心とした地域」として調査した。

質問項目 地域の商店街への愛着 引用：長谷

川 。前述と同様の理由で，商店街を「巣鴨地

蔵通り商店街とした。

質問項目 地域の商店街への期待。髙橋ら

を参考に筆者らが作成した。

結果と考察

調査の結果，質問紙有効回答率は ％であっ

た。まず，各尺度の理論変数のα係数を算出した。

その結果，「交流の多さ」と「祭り・イベント」は

α で信頼性に乏しかった。これは，本研究の

調査対象者の「地元住民との活動経験」「祭り・イ

ベントの見解」に対する回答結果の分散が大きかっ

たことによるものといえる。したがって，この つ

の変数は理論変数から除外し，以後の検定を行うこ

とにした。次に，地域に対するポジティブな認識が

地域の商店街への愛着心に及ぼす影響を検討するた

めに，重回帰分析 強制投入法 を行った。その結果

は の通りである。この結果から，地域の商

店街への愛着心を涵養する主な要因は，「知名度」

「人々の誠実さ」「歴史的風景」「特産物」といえよ

う。なお，地域文化に対するポジティブな認識にお

ける理論変数は，地域の商店街への愛着心との間に

有意な結果が得られなかった。これは前述のように

「祭り・イベント」の回答結果で分散の大きかった

項目を除外したことに伴う項目数の減少が影響した

と推察される。さらに，もう一つの目的である「地

域の商店街への期待」については，本研究の質問紙

で得られたデータついてχ 検定 × 表 適合度の

検定 を行った。この検定において，有意な結果が

見出された χ 。そこで，正確

二項検定を用いた多重比較 両側検定 を行ったとこ

ろ，以下のように有意な結果が得られた。有意に多

かった項目は，「 お得に買い物ができる」「 祭り

などイベントが活発」「 おしゃれで落ち着いてい

る」 全て であった。

結 論

本研究の目的①では，仮説ⅰとⅱが支持され，ⅲ

は支持されなかった。この つの仮説の中で，仮説

ⅱが主に地域への愛着を形成し，仮説ⅰ・ⅲは補助

的に機能するとした引地 の見解があるが，本

研究では，仮説ⅲが支持されなかったことから比較

できなかった。この点については今後の課題とする。

目的②では，前述の 項目が有意に多かった。した

がって，今後，各地域の商店街が 項目の要因等を

取り込み，一層，活性化することを期待したい。
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